
  NO．744  令和 4（2022）年 7 月 1 日（金）                         編集・発行  小笠原村総務課 

 

-1- 

                 編集・発行   小笠原村総務課 

                 〒100－2101 

                    東京都小笠原村父島字西町 

TEL04998(2)3111 

                           FAX04998(2)3222 

ホームページアドレス                        

 https：//www．ｖｉｌｌ．ｏgasawara．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ 

 

小笠原の花・木・鳥・魚 

花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 

鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

６/21現在 

父島 

100/100 

母島  

100/100 

５月気象状況    （父島） 

最高気温   26.8℃ 

最低気温   22.9℃ 

平均気温   24.6℃ 

平均湿度   91％ 

月降水量  182.0mm 

.0.㎜ 

住民基本台帳登録者数（６/1） 

             2,593人 

             父島      母島                

  人口      2,141人   452人 

  世帯      1,243    269 

    
 

               
  

                            

  

令
和
４
年
度
硫
黄
島
訪
島
事
業
を
６
月
18
日
か

ら
19
日
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。 

硫
黄
島
へ
の
上
陸
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
好

天
の
な
か
硫
黄
島
島
民
平
和
祈
念
墓
地
公
園
の
近
く

を
ゆ
っ
く
り
と
航
行
し
、
洋
上
慰
霊
祭
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

南
硫
黄
島
・
北
硫
黄
島
の
周
囲
も
航
行
し
ま
し
た
。 

か
つ
て
の
硫
黄
島
は
、
１
１
０
０
人
余
り
の
島
民

が
暮
ら
す
平
和
な
島
で
し
た
が
、
戦
争
に
よ
っ
て
荒

廃
し
、
さ
ら
に
旧
島
民
の
帰
島
も
許
さ
れ
な
い
現
状

に
あ
り
ま
す
。 

村
と
し
ま
し
て
は
、
旧
島
民
の
皆
さ
ま
の
心
情
に

報
い
る
た
め
、
お
が
さ
わ
ら
丸
に
よ
る
上
陸
と
宿
泊

を
伴
っ
た
ゆ
と
り
あ
る
硫
黄
島
訪
島
事
業
の
早
急
な

再
開
に
向
け
て
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

【
参
加
者
内
訳
】 

総
勢
１
６
４
名 

旧
島
民
38
名
、
硫
黄
島
協
会
７
名
、 

父
母
中
学
生
（
教
員
含
む
）
65
名
、 

小
笠
原
高
校
生
（
教
員
含
む
）
34
名
、 

そ
の
他
関
係
者
20
名 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

               

    
 
 

                                    

  

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（追
加
接
種
４
回
目
）を

以
下
の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】 

①
60
歳
以
上
で
３
回
目
接
種
か
ら
５
か
月
を
経
過
し 

た
方 

②
18
～
59
歳
で
基
礎
疾
患
等
を
お
持
ち
の
方 

 

（基
礎
疾
患
に
つ
い
て
詳
し
く
は
村
民
課
福
祉
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
） 

①
の
方
に
つ
い
て
は
接
種
券
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

②
の
方
に
つ
い
て
は
申
請
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
村
民
課
福
祉
係
ま
た
は

母
島
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
父
島
に
お
い
て
は
12
歳
以
上
で
２
回
目

接
種
か
ら
５
か
月
経
過
し
た
方
の
３
回
目
接
種
も
受

付
し
ま
す
。 

※
今
回
の
接
種
は
東
海
大
学
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

実
施
し
ま
す 
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対象者 日時 場所 予約受付期間

追加接種（３・４回目） 7/28(木) 18:00～19:50

使用ワクチン：ファイザー 7/29(金)  8:30～11:20

7/29(金) 13:30～17:20

※高齢者等の方で送迎を希望される方は、予約時にお申し付けください

対象者 日時 場所 予約受付期間

追加接種(４回目) 7/29(金) 16:00～16:50

使用ワクチン：ファイザー 7/30(土)  9:00～12:15

【父島・予約電話番号】０８０－８８６７－３４３２
【母島・予約電話番号】３－２１１１ （母島支所）

【予約以外の問い合わせ先】  ２－３９３９(村民課福祉係)

【予約受付時間】8:00～12:00　13:30～17:15（土日祝日を除く）

父
島 地域福祉

センター
7/1～7/27

母
島 母島村民

会館
7/1～7/21

硫
黄
島
訪
島
事
業
を
実
施
し
ま
し
た 

 

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
（４
回
目
）に
つ
い
て 

 

慰霊祭の集合写真（旧島民の皆さん） 

慰霊祭（村長式辞） 洋上献花の様子 慰霊祭（中学生による誓いのことば）  
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国
が
実
施
す
る
新
た
な
経
済
対
策
（
令
和
４
年
４

月
26
日
付
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
「
原
油
価
格
・
物

価
高
騰
等
総
合
緊
急
対
策
」）
に
お
い
て
、
真
に
生

活
に
困
っ
て
い
る
方
々
へ
の
支
援
措
置
の
強
化
と
し

て
、
令
和
４
年
度
新
た
に
住
民
税
が
非
課
税
と
な
っ

た
世
帯
等
に
対
し
て
給
付
金
（
１
世
帯
あ
た
り
10

万
円
）
を
支
給
す
る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。 

対
象
は
次
の(

１)(

２)

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

で
す
。 

(

１)

令
和
４
年
度
新
た
に
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非

課
税
と
な
っ
た
世
帯 

 

(

２)

家
計
急
変
世
帯
（
令
和
４
年
中
の
所
得
見
込
み

が
非
課
税
相
当
の
世
帯
） 

 

【
注
意
事
項
】 

 

①(

１)(

２)

い
ず
れ
も
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
の
扶
養
親
族
等
の
み
か
ら
な
る
世
帯
（
被
扶
養

者
の
み
世
帯
）
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。 

②(

１)(

２)

い
ず
れ
か
一
方
の
み
し
か
受
給
で
き
ま

せ
ん
。 

③
令
和
３
年
度
住
民
税(

均
等
割)

非
課
税
世
帯
ま
た

は
家
計
急
変
世
帯
と
し
て
、
令
和
４
年
５
月
31

日
ま
で
に
す
で
に
受
給
し
た
世
帯
は
対
象
外
で

す
。 

 

【
令
和
４
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
】 

●
対
象
要
件 

〇
基
準
日
（
令
和
４
年
６
月
１
日
）
に
お
い
て
村
に

住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。 

〇
世
帯
全
員
の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
非
課
税
で
あ

る
こ
と
。 

 

・
令
和
４
年
７
月
中
に
対
象
の
方
へ
給
付
内
容
や
確

認
事
項
を
書
い
た
確
認
書
を
発
送
す
る
予
定
で

す
。
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
申
請
期
限
（
令

和
４
年
９
月
30
日
）
ま
で
に
同
封
の
返
信
用
封

筒
で
返
送
、
ま
た
は
窓
口
ま
で
お
届
け
く
だ
さ

い
。
確
認
書
の
返
信
や
お
届
け
が
な
い
場
合
は
本

給
付
金
の
給
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

・
令
和
３
年
12
月
11
日
以
降
に
小
笠
原
村
に
転
入

し
た
方
が
い
る
世
帯
の
世
帯
主
は
、
給
付
金
を
受

け
取
る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
す
。
申
請
す
る
場

合
は
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類

（
※
１
）
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

期
限
は
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。（
申
請

書
は
小
笠
原
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー 

ド
ま
た
は
、
総
務
課
総
務
係
及
び
母
島
支
所
窓
口

で
お
渡
し
し
ま
す
。） 

(

※
１)

①
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど
） 

 
 
 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

      

③
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
で
お
住
ま
い
の 

市
区
町
村
が
発
行
す
る
「
令
和
４
年
度

住
民
税
非
課
税
証
明
書
」 

       
「
現
住
所
と
令
和
４
年
１
月
１
日
時
点
の

住
所
と
異
な
る
」
欄
が
「
異
な
る
」
に

該
当
す
る
方
全
員
分 

 

・
小
笠
原
村
か
ら
の
案
内
が
７
月
中
に
届
か
な
い
も

の
の
、
支
給
対
象
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
世
帯
の

方
は
、
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。 

 

【
家
計
急
変
世
帯
】 

●
対
象
要
件 

〇
申
請
日
に
お
い
て
小
笠
原
村
に
住
民
登
録
が
あ
る

こ
と
。 

〇
令
和
３
年
度
及
び
令
和
４
年
度
が
住
民
税
（
均
等

割
）
非
課
税
世
帯
に
該
当
し
な
い
こ
と
。 

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

て
、
令
和
４
年
１
月
以
降
の
収
入
が
減
少
し
た
こ

と
。 

〇
同
一
の
世
帯
に
属
す
る
全
員
が
、
住
民
税
（
均
等

割
）
非
課
税
世
帯
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
こ
と
。 

・
給
付
金
を
受
け
取
る
に
は
、
窓
口
で
の
申
請
が
必

要
で
す
。 

・
申
請
の
際
に
は
次
の
書
類
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

①
任
意
の
１
か
月
の
収
入
を
確
認
で
き
る
給
与
明
細

書
、
年
金
振
込
通
知
書
等
の
収
入
額
が
分
か
る
書

類
、
事
業
収
入
、
不
動
産
収
入
に
か
か
る
経
費
の

金
額
が
分
か
る
書
類
（
※
２
） 

(

※
２)…

給
与
明
細
、
預
金
通
帳
の
写
し
、
令
和

４
年
度
分
所
得
の
確
定
申
告
書
、
住
民
税
申
告

書
、
源
泉
徴
収
票
、
帳
簿
等
の
写
し
な
ど
。
書
類

の
ご
用
意
が
難
し
い
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

②
振
込
先
口
座
を
確
認
す
る
た
め
の
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
の
コ
ピ
ー 

③
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
、
保
険
証
な
ど
） 

・
申
請
期
限
は
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。 

 

【
令
和
３
年
度
住
民
税
非
課
税
世
帯
】 

令
和
３
年
度
に
村
か
ら
届
い
た
確
認
書
が
未
提
出

の
世
帯
主
の
方
、
世
帯
の
中
に
令
和
３
年
１
月
２
日

以
降
転
入
し
た
方
が
い
る
世
帯
主
の
方
は
、
申
請
書

に
よ
り
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で
申
請
が
可
能
で

す
。 

 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
関
係
の
な
い
理

由
で
収
入
が
減
少
し
、
非
課
税
世
帯
・
非
課
税
相

当
世
帯
と
な
っ
た
場
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。 

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収

入
が
減
少
し
た
わ
け
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

意
図
的
に
給
付
を
申
請
す
る
こ
と
は
不
正
行
為
に

該
当
し
ま
す
。
不
正
受
給
を
し
た
者
は
詐
欺
罪
に

問
わ
れ
、
懲
役
10
年
以
下
の
刑
に
処
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

＊
臨
時
特
別
給
付
金
を
装
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
や
個

人
情
報
の
詐
取
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
小
笠
原
村

や
内
閣
府
の
職
員
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審
な
電
話

や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
小
笠
原
村
や
警
察

署
、
警
察
相
談
専
用
電
話
（
♯
９
１
１
０
）
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

７
月
中
に
小
笠
原
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書

な
ど
を
掲
載
す
る
予
定
で
す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ご
覧

く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
問
合
せ
先
・
提
出
窓
口 

 
 
        

総
務
課
総
務
係 

  

２―

３
１
１
１ 

 

 
 
        

母
島
支
所
庶
務
係 

３―

２
１
１
１ 

     

出
張
期
間
：
４
月
20
日
～
４
月
30
日 

・
南
ア
ル
プ
ス
市
訪
問 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
挨
拶
、
協
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

出
張
期
間
：
５
月
19
日
～
29
日 

・
下
田
市
黒
船
祭
出
席 

・
す
み
だ
水
族
館
開
館
10
周
年
記
念
式
典
出
席 

・
国
、
都
、
関
係
機
関
挨
拶
、
協
議 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ど 

                  

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る 

臨
時
特
別
給
付
金
の
お
知
ら
せ 

  

村
長
出
張
報
告
（
４
月
・
５
月
） 
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○乳
・

○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が

制
度
対
象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新

さ
れ
ま
す
。
今
回
の
更
新
よ
り
、
毎
年
の
現
況
届

（
申
請
書
）
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◎
新
し
い
医
療
証
の
交
付
時
期 

 

助
成
対
象
者
に
は
令
和
４
年
９
月
末
日
ま
で
に
送

付
し
ま
す
。 

 

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は
、【
８
月
19
日

(

金)

】
ま
で
必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

円
滑
な
医
療
証
の
更
新
事
務
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。 

 

◎
書
類
提
出
が
必
要
な
方 

 

【
令
和
４
年
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
】 

 

区
市
町
村
発
行
の
令
和
４
年
度
課
税
所
得
証
明
書

な
ど
、
令
和
３
年
中
の
所
得
及
び
税
申
告
上
の
扶
養

者
数
の
確
認
が
で
き
る
書
類(

源
泉
徴
収
票
等
で
も
可) 

※
課
税
所
得
証
明
書
は
、
令
和
４
年
１
月
１
日
現
在

に
住
民
登
録
し
て
い
る
区
市
町
村
で
し
か
発
行
を
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 

【
確
定
申
告
等
を
行
っ
て
い
な
い
方
】 

 

令
和
４
年
１
月
１
日
現
在
の
住
民
登
録
地
に
て
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
先
が
小
笠
原
村
で
な
い

場
合
は
、、
前
記
の
課
税
所
得
証
明
書
等
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
。 

 

【
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
更
と
な
っ
た
方
】 

 

世
帯
主
及
び
乳
幼
児
・児
童
の
健
康
保
険
証
の
写
し 

 

◎
医
療
費
助
成
制
度
や
医
療
費
給
付
制
度
に
は
優
先

順
位
が
あ
り
ま
す
。 

 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と
お
り

で
す
。 

◆

○乳
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、

○乳
が

優
先
し
ま
す
。 

◆

○子
と

○親
両
方
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、 

 

・
住
民
税 

非
課
税
の
場
合
、

○親
が
優
先 

 

・
住
民
税 

課 

税
の
場
合
、

○子
が
優
先 

  

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給
付

や
学
校
保
健
法
に
も
と
づ
く
給
付
は
、

○子
や

○親

の
医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合

に
は
、
医
療
費
の
給
付
が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で

の
混
乱
や
二
重
に
受
給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

も
、
受
診
さ
れ
る
際
に
、

○子
や

○親
の
医
療
証
を

ご
提
示
さ
れ
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
（
受
診
時
に

は
個
人
負
担
額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
）。 

 

な
お
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら
な

い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
医
療
助
成
制
度
で
助
成
対
象
と
な
る
の

で
、
領
収
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 
 

●
問
合
せ
先 

   

村
民
課
住
民
係 

２-

３
１
１
３ 

               

    

中
学
３
年
生
・
高
校
３
年
生
又
は
こ
れ
に
準
じ
る

方
（
要
支
援
者
）
を
養
育
す
る
一
定
所
得
以
下
の
世

帯
を
対
象
に
、
学
習
塾
代
や
受
験
料
の
貸
付
を
無
利

子
で
行
う
事
業
で
す
。
高
校
や
大
学
な
ど
に
入
学
し

た
場
合
は
、
返
済
が
免
除
さ
れ
ま
す
。 

 

【
貸
付
限
度
額
】 

塾
代
20
万
円
、
高
校
受
験
料
２
万
７
４
０
０
円
、 

大
学
受
験
料
８
万
円
、
受
験
に
伴
う
交
通
費
・宿
泊

費
11
万
４
千
円
な
ど
。 

 

【
貸
付
要
件
】 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
が
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

①
現
に
、
要
支
援
者
を
養
育
す
る
世
帯
の
生
計
中
心

者(

18
歳
以
上)

で
あ
る
こ
と 

②
総
収
入
（
表
１
）、
ま
た
は
合
計
所
得
金
額
（
表

２
）
が
一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と 

③
預
貯
金
等
資
産
の
保
有
額
が
世
帯
で
６
０
０
万
円

以
下
で
あ
る
こ
と 

④
土
地
・
建
物
を
所
有
し
て
い
な
い
こ
と(

現
在
居

住
し
て
い
る
場
所
は
例
外
規
定
あ
り) 

⑤
都
内
に
引
き
続
き
１
年
以
上
在
住
（
住
所
登
録
）

し
て
い
る
こ
と 

⑥
生
活
保
護
受
給
世
帯
で
な
い
こ
と 

⑦
暴
力
団
員
が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
員
で
な
い
こ
と 

           

                          

●
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係
２
ー
３
９
３
９ 

            

医
療
費
助
成
（

○乳
・

○子
）
制
度
の 

医
療
証
の
更
新 

 

  

  

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業 
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【
国
民
年
金
保
険
料
免
除
等
の
申
請
に
つ
い
て
】 

国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘
れ
の
状
態
で
、
万

一
、
障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が
発
生
す

る
と
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
や
、
令
和
２
年
２
月
以
降
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
減
少
し
た

場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・

猶
予
と
な
る
「
保
険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（
50
歳
未
満
）
納
付
猶
予
制
度
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
村
民
課
住
民
係
ま
た
は
母
島
支
所
の
窓
口
で
申

請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
４
年
度
の
免
除
等
の
受
付
は
令
和
４
年
７
月

１
日
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
令
和
４
年
７
月
か
ら
令

和
５
年
６
月
ま
で
の
期
間
を
対
象
と
し
て
審
査
し
ま

す
。
ま
た
、
申
請
は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で 

す
。 

 

な
お
、
保
険
料
の
納
付
期
限
か
ら
２
年
を
経
過
し

て
い
な
い
期
間
（
申
請
時
点
か
ら
２
年
１
ヵ
月
前
ま

で
の
期
間
）
に
つ
い
て
は
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
等

を
申
請
で
き
ま
す
。 

※
不
慮
の
事
故
や
病
気
が
発
生
し
て
か
ら
申
請
を
行

っ
て
も
、
障
害
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
要
件
に
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。
該
当
し
た
際
は
す
み
や
か
に
申
請
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル ０

５
７
０―

０
５―

１
１
５ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

           

２―

３
１
１
３ 

      

  【
新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（保
険
証
）

を
お
送
り
し
ま
す
】 

 

令
和
４
年
８
月
１
日
か
ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し

い
保
険
証
（
藤
色
）
は
、
７
月
19
日
以
降
に
簡
易

書
留
郵
便
で
お
送
り
し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
氏

名
・
生
年
月
日
・
自
己
負
担
割
合
な
ど
の
記
載
内
容

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。 

 

令
和
４
年
10
月
か
ら
の
窓
口
２
割
負
担
の
導
入

に
伴
い
、
す
べ
て
の
方
の
保
険
証
の
有
効
期
限
が
令

和
４
年
９
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
10
月
以
降
お
使
い
い
た
だ
く

保
険
証
は
、
９
月
中
旬
以
降
に
お
送
り
す
る
予
定
で

す
。 

 
現
在
お
使
い
の
保
険
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、
有

効
期
限
が
過
ぎ
た
８
月
１
日
以
降
、
個
人
情
報
に
留

意
の
上
ご
自
身
で
破
棄
し
て
い
た
だ
く
か
、
村
民
課

又
は
母
島
支
所
へ
ご
返
却
く
だ
さ
い
。 

 【
令
和
４
年
８
月
か
ら
の
自
己
負
担
割
合
に
つ
い
て
】 

令
和
４
年
８
月
か
ら
令
和
５
年
７
月
ま
で
の
自
己

負
担
割
合
は
、
令
和
４
年
度
住
民
税
課
税
所
得
に
基

づ
き
判
定
し
ま
す
。
窓
口
２
割
負
担
の
導
入
に
伴

い
、
判
定
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

 

○
令
和
４
年
９
月
30
日
ま
で 

・
３
割
負
担
：
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場
合 

・
１
割
負
担
：
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
住
民

税
課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
１
４
５
万
円
未
満
の
場
合 

○
令
和
４
年
10
月
１
日
か
ら 

・
３
割
負
担
：
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
住
民

税
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
方
が
い
る
場
合    

・
２
割
負
担
：以
下
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す
る
場 

 
 

 
 

合 ①
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
の
中
に
住
民
税
課
税
所

得
が
28
万
円
以
上
１
４
５
万
円
未
満
の
方
が

い
る 

②
「
年
金
収
入
」
＋
「
そ
の
他
の
合
計
所
得
金

額
」
の
合
計
額
が
、
被
保
険
者
が
１
人
の
場

合
は
２
０
０
万
円
以
上
（
被
保
険
者
が
２
人

以
上
の
場
合
は
３
２
０
万
円
以
上
）
で
あ
る 

・
１
割
負
担
：
同
じ
世
帯
の
被
保
険
者
全
員
の
住
民

税
課
税
所
得
が
い
ず
れ
も
28
万
円
未
満
の
場

合
、
ま
た
は
２
割
負
担
の
条
件
①
に
は
該
当
す
る

が
②
に
は
該
当
し
な
い
場
合  

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
１
割
負
担
と
な
り
ま

す
。 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

    

７
月
は
、
固
定
資
産
税
（第
２
期
）の
納
期
で
す
。 

 

納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日
は
、
８
月
１
日(

月)

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
納
期
限
ま
で
に
お
納
め 

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

口
座
か
ら
の
自
動
払
込
に
よ
る
納
付
を
申
込
ま
れ

て
い
る
方
は
、
口
座
振
替
日
の
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。  

●
問
合
せ
先 

財
政
課
税
務
係 

  

２―

３
１
１
２ 

     

【
実
施
日
程
】
７
月
15
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
後
７
時
～
午
後
９
時 

【
実
施
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
行
政
相
談
委
員
】 

 

総
務
大
臣
委
嘱
小
笠
原
地
区
担
当 

山
田
捷
夫 

《
住
所
》
小
笠
原
村
父
島
字
奥
村 

《
電
話
》
０
９
０―

７
１
７
３―

６
７
６
８ 

※
予
約
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

  

２―

３
１
１
３ 

 

   

７
月
22
日(

金)

～
８
月
29
日(

月)

の
間
、
小
中

学
校
が
夏
休
み
期
間
と
な
る
た
め
、
平
日
ダ
イ
ヤ

（
扇
浦
線
）
の
７
時
15
分
小
港
海
岸
発
便
は
、
ど

な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
      

村
営
バ
ス
営
業
所 

２―

３
９
８
８ 

 
 
      

産
業
観
光
課 

 
 

２―

３
１
１
４ 

            

◎
随
時 

 
 

栄
養
士 

◎
申
込
締
切
あ
り 

 
 

看
護
師
（
８
月
４
日
申
込
締
切
） 

 
 ※

詳
し
く
は
要
項
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

要
項
は
役
場
窓
口
で
配
布
の
ほ
か
、
村
役
場
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
ー
３
１
１
１ 

       

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

  

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
の
一
斉
更
新 

  

  

今
月
の
納
期
限
お
よ
び
口
座
振
替
日 

  

  

行
政
相
談
所
の
開
設 

  

  

村
営
バ
ス
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

  

小
笠
原
村
職
員
募
集 
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小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
で
は
、
海
域
ツ

ア
ー
の
安
全
対
策
と
し
て
観
光
客
が
安
全
に
楽
し
く

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ｂ
Ｓ
Ｎ
／
日
本
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
連
盟
と

連
携
し
、
ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
認

定
講
習
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

 

【
講
習
実
施
期
間
（
予
定
）】 

10
月
26
日
（
水
）
～
10
月
28
日
（
金
） 

・
26
日  

 
 
  

午
後
１
時
～
午
後
９
時 

・
27
日
、
28
日 

午
前
９
時
～
午
後
６
時 

（
そ
れ
ぞ
れ
休
憩
時
間
を
含
み
ま
す
） 

 

【
講
習
受
講
申
込
み
期
間
】 

《
申
込
期
間
》 

７
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
） 

《
用
紙
配
布
・
受
付
場
所
》 

村
役
場
産
業
観
光
課
ま
た
は
母
島
支
所 

 

【
受
講
料
】
４
４
，
０
０
０
円 

（
合
格
者
は
登
録
料
な
ど
別
途
５
千
円
程
度
必
要
で

す
） 

【
事
前
泳
力
測
定
】 

９
月
中
（
予
定
）
に
次
の
内
容
の
事
前
泳
力
測
定

を
行
い
ま
す
。 

(

１)

２
０
０
ｍ
ク
ロ
ー
ル
（
制
限
タ
イ
ム
４
分
） 

(

２)

４
０
０
ｍ
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー

ケ
ル
・
フ
ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限
タ
イ
ム
７
分
） 

(

３)

25
ｍ
平
行
潜
水
（
制
限
タ
イ
ム
な
し
） 

(

４)

40
ｍ
平
行
潜
水
（
マ
ス
ク
・
ス
ノ
ー
ケ
ル
・

フ
ィ
ン
着
用 

フ
ィ
ン
キ
ッ
ク
の
み 

制
限

タ
イ
ム
な
し
） 

 

※
講
習
の
詳
細
、
申
し
込
み
方
法
な
ど
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

  

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
事
務
局 

村
役
場
産
業
観
光
課 

２―

３
１
１
４ 

             
令
和
４
年
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
は
、

ぜ
ひ
、
ご
参
観
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し

ま
す
。
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
状
況
に
よ
っ
て
は
、
中
止
や
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

【
期
日
】
７
月
14
日
（
木
） 

【
時
間
】・
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
（
体
育
館
） 

 
 
 
 
 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
20
分 

 
 
 
 

・
地
域
保
護
者
意
見
交
換
会 

 
 
 
 
 

午
後
３
時
20
分
～
４
時 

【
内
容
】 

・
飲
酒
、
喫
煙
、
薬
物
乱
用
な
ど
の
危
険
性
を
知

り
、
生
徒
の
非
行
行
為
を
予
防
す
る
。 

・
中
学
生
が
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
場
所
な
ど

に
つ
い
て
学
び
、
被
害
に
遭
わ
な
い
態
度
を
身
に

付
け
る
。 

※
上
履
き
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
検

温
・
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

  

小
笠
原
中
学
校 

２
ー
２
５
０
２ 

            

小
笠
原
警
察
署
で
は
、
１
月
４
日
か
ら
、
窓
口
業

務
の
受
付
時
間
を
変
更
し
、
試
行
運
用
を
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
本
運
用
す
る
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ご
理
解
の
上
、
今
後
と
も
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

【
窓
口
の
受
付
時
間
】 

 

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で 

【
開
始
時
間
】
７
月
１
日
（
金
） 

【
対
象
業
務
】 

 

遺
失
物
・
捨
得
物
の
届
け
出
を
除
く
全
て
の
窓
口

業
務 

※
遺
失
物
・
捨
得
物
の
届
け
出
は
従
来
通
り
24
時 

間
対
応 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
警
察
署
警
務
係 

２―

２
１
１
０ 

           

      

木
更
津
駐
屯
地
に
暫
定
配
備
さ
れ
た
陸
上
自
衛
隊

Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
が
、
父
島
に
お
い
て
離
着
陸
訓

練
を
行
い
ま
す
。 

【
訓
練
目
的
】 

陸
自
オ
ス
プ
レ
イ
が
配
備
さ
れ
て
い
る
輸
送
航
空

隊
は
、
隊
員
な
ど
の
輸
送
を
任
務
と
し
て
お
り
、

様
々
な
飛
行
場
等
へ
の
飛
行
や
離
着
陸
に
関
す
る
技

能
の
修
得
な
ど
を
必
要
と
し
ま
す
。
各
地
の
演
習
場

や
駐
屯
地
な
ど
を
使
用
し
た
教
育
訓
練
の
実
施
が
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
度
、
父
島
で
の
訓
練

を
行
い
ま
す
。 

 

な
お
、
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
安
全
確
保

に
最
大
限
配
慮
し
て
行
い
ま
す
。 

 

【
訓
練
予
定
】
７
月
下
旬
以
降 

年
数
回 

【
場
所
】 

海
上
自
衛
隊
父
島
基
地
分
遣
隊
ヘ
リ
ポ
ー
ト 

【
訓
練
内
容
】 

陸
上
自
衛
隊
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
１
機
～
２
機
に

よ
る
離
着
陸
訓
練 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

父
島
基
地
分
遣
隊 

当
直
室 

２―

２
０
２
７ 

 

※
な
お
、
村
で
は
、
こ
の
訓
練
が
今
後
の
災
害
対
応

や
急
患
搬
送
に
も
有
益
で
あ
る
と
考
え
、
訓
練
実
施

を
受
け
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
初
回
実
施
の

際
に
は
村
内
広
報
を
行
い
ま
す
。 

 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

    

ス
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

認
定
講
習
の
実
施 

小
笠
原
中
学
校 

セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
の
お
知
ら
せ 

小
笠
原
警
察
署
窓
口
の 

受
付
時
間
変
更 

 

陸
上
自
衛
隊
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ 

の
離
着
陸
訓
練 
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【
日
時
】
７
月
16
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
11
時
～
午
後
２
時 

 
 
 
 
 

【
場
所
】
母
島
沖
港
（
は
は
じ
ま
丸
着
岸
場
所
） 

【
概
要
】
小
笠
原
海
上
保
安
署
に
配
備
さ
れ
て
い
る

巡
視
船
「
み
か
づ
き
」
の
船
内
見
学
を

し
て
頂
け
ま
す
。 

※
海
難
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、
中
止
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

  

見
学
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当
日
、
母
島
沖
港

（
は
は
じ
ま
丸
着
岸
場
所
）
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

 

事
前
の
お
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。 

 

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ま
は
保
護
者
同
伴
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
必
ず
マ
ス
ク
着
用
で
の
ご
来
場
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

み
な
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
ー
７
１
１
８ 

                

   

こ
の
た
び
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
株
式
会
社

小
笠
原
事
務
所
で
は
、
誠
に
勝
手
な
が
ら
７
月
31

日
（
日
）
を
も
ち
ま
し
て
父
島
事
務
所
お
よ
び
母
島

発
電
所
の
代
表
番
号
を
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。 

今
後
、
電
気
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
コ
ン
タ

ク
ト
セ
ン
タ
ー
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
コ
ン
タ
ク
ト
セ
ン
タ
ー
連
絡
先
】 

・
電
気
の
契
約
手
続
き
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０―

９
３
３―

３
７
５ 

・
停
電
・
設
備
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０―

９
９
５―

０
０
７ 

【
受
付
時
間
】
全
日
24
時
間 

 

・
電
気
料
金
の
お
支
払
い
に
関
す
る
ご
相
談 

 
 
 
 
  

０
３―

４
３
４
６―

６
０
６
０
（有
料
） 

【
受
付
時
間
】
午
前
９
時
～
午
後
５
時 

(

休
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く) 

  

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

         

公
益
財
団
法
人
東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社
で
は
、

島
し
ょ
地
域
の
グ
ル
ー
プ
等
が
、
島
し
ょ
地
域
の
振

興
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、
経
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
島
し
ょ
振
興

公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
募
集
期
間
】
８
月
19
日
（
金
）
ま
で 

 

【
対
象
事
業
】 

○
地
域
振
興
に
係
る
特
産
品
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
観
光
振
興
に
関
す
る
事
業 

○
地
域
振
興
に
係
る
島
お
こ
し
を
担
う
人
材
育
成
に

関
す
る
事
業 

○
そ
の
他
地
域
振
興
に
資
す
る
事
業
（
①
地
域
振
興

に
係
る
ブ
ラ
ン
ド
化
や
高
付
加
価
値
化
に
資
す 

る
事
業
②
関
係
人
口
の
創
出
に
資
す
る
事
業
） 

 

【
補
助
対
象
団
体
】 

○
概
ね
５
名
以
上
（
村
在
住
者
）
で
組
織
さ
れ
、
代

表
者
・
会
則
・
名
簿
等
の
あ
る
団
体
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
に
主
た
る
事
業
所
を
有
す
る
小
規

模
企
業
者
、
中
小
企
業
者
、
中
小
企
業
団
体
等
、

組
合
、
財
団
法
人
、
社
団
法
人
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人
、
そ
の
他
東
京
都
島
し
ょ
地
域
の
活
性
化

に
資
す
る
取
組
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
法
人
等 

○
島
し
ょ
地
域
内
の
個
人
事
業
者 

※
創
業
予
定
者
は
対
象
外 

 

【
補
助
金
額
】 

補
助
対
象
経
費
の
５
分
の
４
以
内
で
１
０
０
万

円
を
限
度
と
す
る
。(

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

場
合
は
２
０
０
万
円) 

【
事
業
期
間
】 

事
業
開
始
か
ら
令
和
５
年
７
月
31
日
ま
で 

【
募
集
案
内
の
配
布
と
申
請
書
の
提
出
先
】 

《
父
島
》
総
務
課
総
務
係 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

２―

３
１
１
１ 

東
京
都
島
し
ょ
振
興
公
社 

企
画
管
理
課 

０
３―

５
４
７
２―

６
５
４
６ 

   

    

第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
７
月
22
日
（
金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（
１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
枠
） 

 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
事
前
予
約
受
付
番
号 

（受
付
時
間
：平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
） 

●
問
合
せ
先 

 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
課 

 

０
３―

３
５
８
１―

２
２
５
０ 

          

【
日
時
】
７
月
12
日
（
火
）
午
後
４
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館 

２
階
会
議
室                          

            

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（
労
働
時
間
、
安
全
衛
生
、
賃
金
、
退

職
・
解
雇
な
ど
） 

○
求
人
求
職
（
求
人
・
求
職
申
込
な
ど
） 

○
労
災
保
険
（
加
入
、
労
災
給
付
な
ど
） 

○
雇
用
保
険
（
加
入
、
失
業
給
付
な
ど
） 

※
当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

労
働
主
査 

２―

２
１
０
２ 

小
笠
原
海
上
保
安
署
巡
視
船
み
か
づ
き 

一
般
公
開 

東
京
電
力
か
ら
の
お
知
ら
せ  

地
域
振
興
に
係
る
補
助
事
業
の
募
集

（
第
２
回
） 

 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談  

母
島
巡
回
労
働
相
談 
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東
京
都
で
は
、
父
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
排
除
作
業
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
本
事
業
の
実
施
に
伴
い
、
安
全
確
保
の
た

め
、
一
部
の
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
及
び
遊
歩
道
を
通

行
止
め
に
い
た
し
ま
す
。
作
業
当
日
は
、
通
行
止
め

と
な
っ
た
ル
ー
ト
に
は
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

い
。
村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
作
業
時
間
】
午
前
６
時
～
午
後
２
時  

※
入
港
日
は
お
昼
の
12
時
ま
で 

【
作
業
区
域
】 

鳥
山
か
ら
巽
湾
側
に
小
港
ま
で
の
沿
岸
及
び
そ
の

周
辺
山
域
（
住
宅
地
及
び
東
平
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を

除
く
。）。 

 

沿
岸
部
作
業
は
二
見
湾
内
及
び
遊
泳
地
（
釣
浜
、

宮
之
浜
、
初
寝
浦
、
石
浦
、
ジ
ニ
ー
ビ
ー
チ
、
ジ
ョ

ン
ビ
ー
チ
、
ブ
タ
海
岸
、
小
港
海
岸
、
コ
ペ
ペ
海

岸
）
を
除
く
す
べ
て
の
父
島
沿
岸
域
（別
図
参
照
）。 

 

【
作
業
日
程
及
び
通
行
止
め
ル
ー
ト
】 

７
月
６
日
（
水
） 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
10
日
（
日) 

 

②
ガ
ジ
ュ
マ
ル
広
場
～
西
海
岸
指
定
ル
ー
ト 

７
月
11
日
（
月
） 

 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

７
月
12
日
（
火
） 

 

沿
岸
部
と
大
滝
で
の
作
業
に
つ
き
通
行
止
め
区
間

な
し 

７
月
16
日
（
土
） 

 

③
つ
つ
じ
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

 

⑤
赤
旗
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

７
月
17
日
（
日)  

 

①
小
港
～
高
山
・
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
方
面
遊
歩
道 

７
月
18
日
（
月
） 

 

④
時
雨
山
方
面
指
定
ル
ー
ト 

       

   

 

 ●
問
合
せ
先 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当
２―

２
１
６
７ 

                    

   

小
笠
原
諸
島
で
は
、
か
つ
て
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
と

い
う
様
々
な
果
実
を
食
害
す
る
ハ
エ
が
発
生
し
、
大

き
な
農
業
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
し
た
。
長
期
に

わ
た
る
根
絶
防
除
の
末
、
根
絶
を
確
認
し
た
昭
和

60
年
以
降
、
30
年
余
り
再
侵
入
は
確
認
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
常
に
存
在
し
ま
す
。 

最
近
の
ミ
バ
エ
の
侵
入
事
例
と
し
て
は
、
昨
年
は

九
州
の
複
数
の
県
に
お
い
て
、
本
年
は
沖
縄
県
の
本

島
及
び
離
島
並
び
に
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
に
お
い

て
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
の
ト
ラ
ッ
プ
へ
の
誘
殺
が
確

認
さ
れ
、
現
在
定
着
を
阻
止
す
る
た
め
の
防
除
対
策

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
過
去
に
は
、
平
成
27
年
に
鹿
児
島
県
奄

美
大
島
に
て
同
虫
の
侵
入
が
確
認
さ
れ
、
寄
主
果
実

の
地
域
外
へ
の
持
ち
出
し
の
禁
止
、
約
１
８
０
０
ト

ン
の
果
実
の
廃
棄
処
分
が
実
施
さ
れ
、
大
き
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。 

 

小
笠
原
諸
島
に
お
い
て
も
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
発

生
地
域
（
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
）
か
ら
の
船
舶
の
往
来

に
よ
り
再
侵
入
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠

原
総
合
事
務
所
及
び
東
京
都
小
笠
原
支
庁
に
お
い
て

再
侵
入
警
戒
調
査
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
や
そ
の
他
の
病
害
虫
を
水
際
で

防
ぐ
こ
と
は
、
小
笠
原
の
農
業
や
世
界
自
然
遺
産
を

守
る
た
め
、
重
要
な
こ
と
で
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
植
物
防
疫

制
度
に
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
【
小
笠
原
で
輸
入
・
輸
出
検
疫
は
で
き
ま
せ
ん
！
】 

 

植
物
防
疫
法
で
は
、
小
笠
原
諸
島
の
港
は
植
物
の

輸
入
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
海
外
か
ら
入
港

し
た
船
か
ら
野
菜
、
果
物
、
種
苗
等
の
植
物
を
譲
り

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
関
税
法
で

も
、
海
外
か
ら
入
港
し
た
船
が
無
断
で
小
笠
原
諸
島

に
荷
物
を
下
ろ
す
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

そ
の
よ
う
な
場
面
を
見
た
り
、
聞
い
た
り
し
た
場

合
は
、
小
笠
原
総
合
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 【
小
笠
原
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
！
】 

 

小
笠
原
諸
島
に
は
、
農
作
物
に
大
き
な
被
害
を
与

え
る
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ
ム

シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
害
虫
が
未
発
生
地
域
へ
広
が
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
、
植
物
防
疫
法
に
よ
り
、
こ
れ
ら
害
虫
及
び
寄
主

植
物
で
あ
る
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ
な
ど
の
植
物

の
持
ち
出
し
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。 

観
葉
植
物
・
苗
木
な
ど
の
根
付
き
植
物
を
小
笠
原

諸
島
か
ら
内
地
へ
持
ち
出
す
際
は
、
植
物
防
疫
官
又

は
植
物
検
疫
補
助
員
に
よ
り
、
害
虫
の
付
着
が
な
い

こ
と
の
確
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
土
壌
サ
ン
プ
ル
に
も
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ

の
卵
が
混
入
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、

土
壌
サ
ン
プ
ル
を
内
地
へ
持
ち
出
さ
れ
る
方
は
事
前

に
小
笠
原
総
合
事
務
所
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

〈
小
笠
原
諸
島
か
ら
持
ち
出
せ
な
い
も
の
〉 

《
害
虫
》
ア
フ
リ
カ
マ
イ
マ
イ
、
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
、
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ 

《
植
物
》
ア
サ
ガ
オ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
、
ヨ
ウ
サ
イ

（
空
心
菜
）、
グ
ン
バ
イ
ヒ
ル
ガ
オ
な
ど

の
生
茎
葉
及
び
地
下
部 

 

〈
根
付
き
植
物
の
確
認
実
施
場
所
〉 

《
宅
配
便
・貨
物
等
》 

小
笠
原
総
合
庁
舎
２
階
業
務
課

（平
日
午
前
８
時
～
午
後
５
時
15
分
） 

 《
手
荷
物
・携
帯
品
》 

二
見
港
船
客
待
合
所 

（お
が
さ
わ
ら
丸
出
港
１
時
間
前
～
） 

 

※
母
島
で
は
Ｊ
Ａ
母
島
支
店
に
て
植
物
検
疫
補
助

員
が
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
  

小
笠
原
総
合
事
務
所
業
務
課 

２―

２
１
０
２ 

  

銃
器
に
よ
る
父
島
の
ノ
ヤ
ギ
排
除
及
び
排
除

に
伴
う
国
有
林
指
定
ル
ー
ト
等
の
通
行
止
め

に
つ
い
て 

植
物
防
疫
制
度
へ
の
ご
協
力
依
頼 
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日
頃
よ
り
支
庁
及
び
警
察
行
政
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

左
記
の
図
で
色
が
塗
ら
れ
て
い
る
部
分
の
駐
車
場

(

※)

は
、
沿
道
施
設
及
び
船
客
待
合
所
を
利
用
さ
れ

る
皆
さ
ま
の
た
め
に
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。 

 

そ
の
た
め
、
各
施
設
の
利
用
目
的
以
外
の
駐
車
や

長
期
間
に
わ
た
る
駐
車
な
ど
を
避
け
、
節
度
あ
る
利

用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

皆
さ
ま
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
駐
車
場
に
す
る

た
め
、
思
い
や
り
の
あ
る
行
動
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

                        

●
問
合
せ
先 

・
小
笠
原
支
庁
港
湾
課 

２―

２
０
１
５ 

…

（船
客
待
合
所
駐
車
場
に
つ
い
て
） 

 
 
   

・
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

２―

２
１
２
３ 

…

（
そ
の
他
の
駐
車
場
に
つ
い
て
） 

・
小
笠
原
警
察
署 

 
 

２―

２
１
１
０ 

    

令
和
元
年
に
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
銃

猟
）
を
取
得
・
更
新
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
免
許
の

更
新
申
請
を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
更
新
す
る
に

は
、
次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
き
、

適
性
検
査
（
視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力
）
に
合
格

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、
適
性
検
査
と
併
せ
て
実
施
し
て
い
た
講
習
会

は
教
本
な
ど
の
配
布
に
よ
り
代
替
し
ま
す
。 

 

◎
更
新
申
請 

【
提
出
物
】 

次
の
書
類
な
ど
を
ご
用
意
の
上
、
支
庁
産
業
課
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

１ 

狩
猟
免
許
更
新
申
請
書 
※
窓
口
で
の
記
入
可 

２ 

手
数
料 

２
，
９
０
０
円
／
種
類 

３ 

写
真
１
枚
（
縦
３
・
０
cm
、
横
２
・
４
cm
） 

※
申
請
前
６
ヶ
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正

面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
で
あ
る
こ
と 

４ 

医
師
の
診
断
書
１
通
ま
た
は
現
に
有
効
な
猟

銃
・
空
気
銃
所
持
許
可
証
の
写
し
（
原
本
も
持

参
） 

５ 

今
回
更
新
の
対
象
と
な
る
狩
猟
免
状
の
原
本 

【
締
切
日
】
９
月
14
日
（
水
）
ま
で 

 

◎
適
性
検
査
（
視
力
、
聴
力
及
び
運
動
能
力
） 

 

更
新
申
請
に
併
せ
て
窓
口
で
実
施
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

支
庁
産
業
課 

産
業
担
当 

 

 

２―

２
１
２
５ 

    

商
工
会
青
年
部
で
は
、
次
の
日
程
で
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。 

 

村
民
の
皆
さ
ま
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

 

【
日
時
】
７
月
３
日
（
日
） 

午
後
４
時
か
ら 

 
 

【
集
合
場
所
】
扇
浦
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス 

 
 

受
付
は
当
日
に
、
現
地
で
お
こ
な
い
ま
す
。 

現
地
ま
で
の
移
動
手
段
が
な
い
方
は
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

尚
、
ゴ
ミ
袋
は
商
工
会
青
年
部
で
用
意
し
て
あ
り
ま

す
が
、
軍
手
・お
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
商
工
会  

２―

２
６
６
６ 

         

日
頃
よ
り
、
国
有
林
野
・
園
地
の
適
切
な
利
用
に

ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夏
本

番
に
な
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
予
定
し
て
い
る
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
。 

園
地
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
う
場
合
は
、
支
庁
土

木
課
自
然
公
園
担
当
ま
で
届
出
を
ご
提
出
く
だ
さ
い

（
園
地
内
で
の
直
火
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
）。 

 

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況

等
に
よ
っ
て
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
自
粛
を
お
願
い

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。 

皆
さ
ま
に
園
地
を
快
適
か
つ
安
全
に
利
用
い
た
だ

け
る
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

            

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 
 

 
 

   

２―

２
１
６
５ 

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 

（園
地
・歩
道
の
利
用
に
つ
い
て
） 

 
 

 

小
笠
原
総
合
事
務
所 

国
有
林
課 

２―

２
１
０
３ 

                 

（国
有
林
野
の
保
全
に
つ
い
て) 

                    

 

 

対 象 の 園 地  

宮 之 浜  

境 浦  

コ ペ ペ  

小 港  

駐
車
場
利
用
の
皆
さ
ま
へ 

駐
車
場
で
の
思
い
や
り
に
つ
い
て 

 

狩
猟
免
許
更
新
の
お
知
ら
せ  

父
島
園
地
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
利
用 

 

扇
浦
海
岸
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
の
実
施 
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７
月
の
定
期
予
防
接
種
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。 

【
父
島
】 

《
日
時
》 

７
月
７
日
（木
）午
後
２
時
30
分
～
４
時 

 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

＊
父
島
は
予
約
制
で
す
。
２
日
前
ま
で
に
福
祉
係
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》７
月
７
日
（木
）午
後
３
時
30
分
～
４
時 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

 

○
接
種
可
能
予
防
接
種 

 

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
、

四
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
、 

 

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
、
水
痘
ワ
ク
チ

ン
、
日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
、
Ｂ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン 

 

ロ
タ
ワ
ク
チ
ン 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課 

福
祉
係 

２
ー
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
ー
２
１
１
１ 

      

お
子
さ
ま
の
発
育
を
一
緒
に
確
か
め
ま
せ
ん
か
？

当
日
は
身
長
・
体
重
等
の
測
定
を
行
い
ま
す
。
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
事
前
予
約
は
不
要
で

す
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
６
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】・
日
時 

７
月
19
日
（
火
） 

・
受
付
時
間 

午
前
10
時
～
11
時 

 
 
 
 

・
場
所 

母
島
診
療
所 

２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

●
問
合
せ
先 

母
島
支
所 

 
 
 

３
ー
２
１
１
１ 

      

助
産
師
に
よ
る
母
乳
育
児
に
関
す
る
会
を
開
催
し

ま
す
。 

 

授
乳
の
こ
と
、
卒
乳
の
こ
と
な
ど
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
？  

【
対
象
者
】 

１
歳
～
卒
乳
を
迎
え
て
い
な
い
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
持
ち
物
】
筆
記
用
具 

【
父
島
】 

・
日
時 
７
月
26
日
（火
）午
前
10
時
～
11
時
30
分 

・
場
所 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

２
階
研
修
和
室 

【
事
前
申
し
込
み
】
必
要 

【
締
め
切
り
】
７
月
22
日
（
金
） 

●
予
約
・
問
合
せ
先 

 

村
民
課 

福
祉
係 

２
ー
３
９
３
９ 

       

満
天
の
星
空
の
も
と
、
夜
明
道
路
を
歩
き
ま
せ
ん

か
。 

【
対
象
者
】 

18
歳
以
上
の
方
（
医
師
か
ら
運
動
を
と
め
ら
れ
て

い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父 

島
】 

《
日
時
》
７
月
16
日
（
土
）   

午
後
５
時
～
９
時 

（
受
付
午
後
５
時
～
５
時
30
分
） 

《
集
合
場
所
》
奥
村
グ
ラ
ン
ド 

【
コ
ー
ス
】 

奥
村
グ
ラ
ン
ド(

ス
タ
ー
ト)→

夜
明
道
路→

扇
浦
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス(

ゴ
ー
ル) 

約
11
㎞ 

※
ゴ
ー
ル
地
点
か
ら
奥
村
グ
ラ
ン
ド
ま
で
は
車
で
送

迎
い
た
し
ま
す
。 

【
持
ち
物
】 

飲
み
物
、
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク 

 

＊
歩
き
や
す
い
運
動
靴
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

【
事
前
申
し
込
み
】
不
要 

 

＊
感
染
予
防
対
策
の
た
め
、
受
付
時
は
マ
ス
ク
の
着
用

を
お
願
い
し
ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
は
熱
中
症
予
防

の
た
め
外
し
て
い
た
だ
い
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。 

＊
雨
天
中
止
。
中
止
の
判
断
に
迷
わ
れ
る
方
は
、
当

日
午
後
４
時
以
降
に
０
８
０
ー
８
８
６
７
ー
３
４
３

２
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

村
民
課
福
祉
係 

２
ー
３
９
３
９ 

         

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
、「
母
島
い
き
い
き
体
操

教
室
２
０
２
２
」
を
次
の
日
程
で
開
講
し
ま
す
。 

 

【
対
象
者
】
65
歳
以
上
の
村
民
の
方 

【
日
時
】
７
月
19
日
（火
）  

午
後
２
時
～
３
時
30
分
ご
ろ 

【
持
ち
物
】
タ
オ
ル
、
運
動
に
適
し
た
服
装
、
飲
み
物 

【
集
合
場
所
】
母
島
支
所
玄
関
前 

【
内
容
】
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

（
雨
天
時
：
室
内
で
の
体
操
） 

【
申
込
】
母
島
社
協
事
務
局
（
村
民
会
館
２
Ｆ
） 

※
初
回
参
加
の
方
は
、
簡
単
な
健
康
チ
ェ
ッ
ク
が
あ

り
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

       

母
島
社
協
３―

２
１
８
８ 

    

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
夏
休
み
期
間
中

の
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
の
維
持
と
健
康
増
進
を
目

的
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
開
催
期
間
】 

《
父
島
》
８
月
１
日
（
月
）
～
８
月
29
日
（
月
） 

《
母
島
》
８
月
１
日
（
月
）
～
８
月
29
日
（
月
） 

【
時
間
】
午
前
６
時
30
分
～ 

【
場
所
】
※
雨
天
中
止
（お
家
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
） 

《
父
島
》
①
奥
村
運
動
場
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 
 
 
 

②
扇
浦
交
流
セ
ン
タ
ー
裏 

駐
車
場 

《
母
島
》
母
島
小
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

 

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集
】 

 

一
緒
に
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
を
支
え
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
内
容

は
①
出
席
の
ハ
ン
コ
捺
し
②
参
加
人
数
の
カ
ウ
ン
ト
③

体
操
の
お
手
本
な
ど
で
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会 

父
島 

 

２―

２
４
８
６ 

母
島 

 

３―

２
１
８
８ 

          

《
休
診
日
》 ７

月
11
日
（
月
）
～
７
月
22
日
（
金
） 

 

●
問
合
せ
先 

母
島
診
療
所 

 
 

３―

２
１
１
５ 

定
期
予
防
接
種 

 

乳
幼
児
計
測
会
（
母
島
） 

 

育
児
学
級
（
卒
乳
の
会
）（
父
島
） 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室
・
ナ
イ
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

～
夜
明
道
路
～
（
父
島
） 

 
母
島
い
き
い
き
体
操
教
室
２
０
２
２ 

 

夏
休
み
ラ
ジ
オ
体
操
の
開
催
及
び 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集 

 

母
島
診
療
所
（
歯
科
）
の
休
診 
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７
月
の
調
整
金
を
含
む
旅
客
・
貨
物
運
賃
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
翌
月
以
降
の
調
整
金
ま
た
は
、
掲
載

に
な
い
料
金
は
直
接
営
業
所
２―

２
１
１
１
ま
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

※
（ 

）
内
は
変
動
調
整
額
と
な
り
ま
す
。 

                               

   

お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
の
ご
利
用
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
が
ル
ー
ル
を
守

り
、
乗
船
券
を
購
入
し
て
い
る
一
方
で
、
村
民
割
引

を
用
い
た
不
正
利
用
が
し
ば
し
ば
発
生
し
て
お
り
ま

す
。 村

民
割
引
を
利
用
し
て
購
入
し
た
乗
船
券
で
別
の

方
が
乗
船
す
る
こ
と
は
、
運
送
約
款
上
の
不
正
乗
船

に
該
当
し
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
不
正
行
為
を
発
見
し
た
場
合
は
、
小

笠
原
海
運
㈱
お
よ
び
伊
豆
諸
島
開
発
㈱
の
運
送
約
款

に
基
づ
き
正
規
運
賃
・
料
金
の
ほ
か
に
２
倍
相
当
額

の
割
増
料
金
を
請
求
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た

発
見
後
は
、
お
が
さ
わ
ら
丸
、
は
は
じ
ま
丸
と
も
村

民
割
引
の
適
用
を
拒
否
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

な
お
、
悪
質
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
法
的
措
置
を

と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
海
運
㈱
父
島
営
業
所 

２
ー
２
１
１
１ 

                  

       

皆
さ
ん
が
小
笠
原
の
貴
重
な
自
然
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、「
村
民
参
加
の

森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
継
続
し
て
実
施
し
て

い
ま
す
。 

今
回
は
オ
ガ
グ
ワ
の
森
の
中
に
あ
る
沢
に
注
目
し

て
、
沢
沿
い
の
散
策
路
整
備
と
沢
の
自
然
観
察
を
実

施
し
ま
す
。
整
備
作
業
を
行
っ
た
あ
と
は
、
オ
ガ
サ

ワ
ラ
ヨ
シ
ノ
ボ
リ
な
ど
沢
の
生
き
物
を
探
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

        【
日
時
】７
月
10
日
（
日
） 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
30
分
～
お
昼
ご
ろ
ま
で 

【
集
合
・解
散
場
所
】 

オ
ガ
グ
ワ
の
森
（父
島
長
谷
の
村
有
地
）現
地
集
合 

※
現
地
の
場
所
を
知
ら
な
い
方
、
行
く
手
段
が
な
い

方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

【
内
容
】 

沢
沿
い
の
散
策
路
整
備
（外
来
植
物
の
除
去
、
赤
道

の
補
修
、
竹
林
の
片
づ
け
）、
沢
の
自
然
観
察
会 

【
申
込
方
法
】事
前
申
込
制
（７
月
６
日
（水
）ま
で
） 

【
服
装
・持
ち
物
】
作
業
し
や
す
い
服
装
、
軍
手
、
帽

子
、
飲
み
物
な
ど
（
沢
沿
い
の
た
め
長
靴
を
推
奨
） 

※
林
内
で
の
活
動
が
主
で
す
が
、
熱
中
症
対
策
を
し

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

  

５
月
に
中
止
と
な
っ
た
村
民
向
け
弟
島
視
察
会

を
、
改
め
て
実
施
し
ま
す
。 

弟
島
は
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
が
ま
と
ま
っ
た
個
体

数
生
育
す
る
島
で
あ
り
、
オ
ガ
サ
ワ
ラ
ア
オ
イ
ト
ト

ン
ボ
な
ど
小
笠
原
固
有
ト
ン
ボ
５
種
の
全
て
の
生
息

が
確
認
で
き
る
唯
一
の
島
で
す
。 

こ
の
島
で
の
動
植
物
保
全
の
取
組
に
つ
い
て
話
を

聞
き
な
が
ら
、
現
地
を
歩
き
ま
す
。 

         

【
日
時
】
７
月
16
日
（
土
） 

 
 
 
 

午
前
８
時
～
午
後
３
時
半
ご
ろ 

【
集
合
・
解
散
場
所
】
宮
之
浜 

【
募
集
人
数
】
30
名
程
度
（
事
前
申
込
制
） 

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り 

【
募
集
期
間
】
７
月
13
日
（
水
）
ま
で 

 

◆
応
募
資
格 

次
の
①
②
③
に
該
当
す
る
方
。 

①
小
笠
原
村
に
住
所
を
有
す
る
高
校
生
以
上
の
方 

②
体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
目
安
と
し
て
、
高
山
経

由
ジ
ョ
ン
ビ
ー
チ
の
遊
歩
道
、
乳
房
山
遊
歩
道
が

余
裕
を
持
っ
て
歩
け
る
程
度
） 

※
視
察
す
る
コ
ー
ス
は
、
遊
歩
道
と
し
て
整
備
さ
れ

て
い
な
い
た
め
足
場
が
悪
く
、
想
像
以
上
に
体
力

を
消
耗
し
ま
す
。 

③
ス
パ
イ
ク
足
袋
を
お
持
ち
の
方
（
ス
パ
イ
ク
足
袋

を
お
持
ち
で
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
一

部
貸
与
も
可
能
で
す
。） 

 

単位：円 単位：円

等級 大人 学生 小人 18,636 等級 大人 小人

69,080 59,110 34,540 (+2,708) 5,190 2,600

(+14,040) (+12,010) (+7,020) 17,349 (+1,240) (+620)

49,880 39,910 24,940 (+2,521) 6,230 3,120

(+10,140) (+8,110) (+5,070) 15,959 (+1,490) (+750)

37,580 30,070 18,790 (+2,319) 等級 A(3名用) B(2名用)

(+7,640) (+6,110) (+3,820) 1,867

33,000 26,400 16,500 (+271)

(+6,710) (+5,360) (+3,350) 1,390 10,045

等級 村民 村民小人 身障者 (+202) (+1,597)

48,670 24,340 34,540 9,417

(+9,890) (+4,950) (+7,020) (+1,497)

31,410 15,710 24,940 8,789

(+6,380) (+3,190) (+5,070) (+1,397)

23,660 11,830 18,790 1,006

(+4,800) (+2,400) (+3,820) (+160)

20,770 10,390 16,500 759

(+4,220) (+2,110) (+3,350) (+121)

5,000 3,000

2等和室 小口
0.075t以

下

貨
物
運
賃

1等品

1等 2等品

特2等寝台 3等品

2等寝台
小口

0.1t以下

2等和室
小口

0.075t以下

3等品

2等寝台
小口

0.1t以下
個室椅子席

7月の燃料油価格変動調整金

お
が
さ
わ
ら
丸

旅
客
運
賃

貨
物
運
賃

1等品

小
笠
原
海
運
㈱
 
0
3

(

3
4
5
1

)

5
1
7
1

は
は
じ
ま
丸

旅
客
運
賃

伊
豆
諸
島
開
発
㈱
 
0
3

(

3
4
5
5

)

3
0
9
0

1等 2等

2等品

特2等寝台
村民割引
2等往復

小
笠
原
海
運
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

弟
島
視
察
会 

 

村
民
参
加
の
森
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

～
オ
ガ
グ
ワ
の
森 

沢
遊
び
会
の
ご
案
内
～ 

 

村
民
割
引
の
適
正
な
利
用
に
つ
い
て 
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※
今
年
度
の
視
察
会
に
初
参
加
の
方
を
優
先
し
ま

す
。 

※
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
季
節
で
す
。
ご
自
身
の
体

力
や
体
調
を
踏
ま
え
て
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。 

   

普
段
は
な
か
な
か
見
る
機
会
が
な
い
無
人
島
の
自

然
環
境
の
取
組
に
つ
い
て
、
動
画
を
配
信
し
て
い
ま

す
。
視
察
会
で
も
見
ら
れ
な
い
現
場
の
様
子
が
分
か

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
視
察
会
へ
の
参
加

の
検
討
と
合
わ
せ
て
ご
視
聴
く
だ
さ
い
。 

 YouTube

動
画 

 Bonin Discovery TV 

「
現
場
は
無
人
島
～
世
界
遺
産
の
黒
子
た
ち
～
」 

            

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
    

環
境
課
自
然
環
境
係 
 

２―

２
２
７
０ 

        

   

■
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・
相
談 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
動
物
対
処
室
（
父

島
）
の
獣
医
師
に
よ
る
「
母
島
巡
回
ペ
ッ
ト
診
療
・

相
談
」
を
行
い
ま
す
。
母
島
の
方
を
対
象
に
実
施
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
薬
を
処
方
す
る
に
は
、
事
前

に
対
処
室
の
獣
医
師
に
よ
る
対
面
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え

て
ペ
ッ
ト
の
体
調
に
関
わ
ら
ず
、
こ
の
機
会
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

【
予
約
申
込
】
７
月
20
日
（
水
）
ま
で 

【
診
療
日
程
】
７
月
26
日
（
火
） 

午
前
11
時
～
12
時 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

７
月
27
日
（
水
） 

午
前
８
時
30
分
～
12
時 

【
場 

 

所
】
ご
自
宅
への
往
診
を
基
本
と
し
ま
す
。 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
・
相
談
は
事
前
予
約
制
で
す
。 

診
療
は
有
料
、
相
談
は
無
料
で
す
。 

○
先
着
順
に
受
け
付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。 

○
予
約
申
込
み
先 

動
物
対
処
室 

０
７
０-

１
０
５
４-
３
４
６
７ 

○
母
島
で
診
療
で
き
る
項
目
・
検
査
等
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
。
詳
細
な
診
療
内
容
な
ど
は
予
約
時
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
動
物
協
議
会
事
務
局 

（
環
境
課
自
然
環
境
係
） 

 

２-

２
２
７
０ 

     

    

世
界
で
も
小
笠
原
に
し
か
生
息
し
な
い
ア
カ
ガ
シ

ラ
カ
ラ
ス
バ
ト(

あ
か
ぽ
っ
ぽ)

は
、
村
民
の
皆
さ
ま

の
努
力
に
よ
り
、
見
ら
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
個
体
数
の
少
な
い
貴
重
な
鳥
で
す
。 

 

夏
季
は
巣
立
ち
後
の
若
い
個
体
が
多
く
、
今
年
度

も
集
落
に
お
け
る
死
亡
事
故(

ガ
ラ
ス
と
の
衝
突
、

交
通
事
故
な
ど)

が
発
生
し
始
め
て
い
ま
す
。
集
落

で
の
事
故
防
止
の
た
め
、
皆
さ
ま
の
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。 

  

あ
か
ぽ
っ
ぽ
は
普
段
は
の
ん
び
り
し
て
い
る
よ
う

に
見
え
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
事
故
や
調
査
か
ら
、

実
は
超
低
空
を
猛
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ぶ
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。 

・
未
明
や
日
暮
れ
時
に
沢
筋
を
一
直
線
に
飛
ぶ 

・
日
中
、
林
の
中
を
す
り
抜
け
て
飛
ぶ 

 

ま
た
、
夏
季
は
海
岸
近
く
（
昔
の
海
岸
林
＝
現
在

の
集
落
域
）
で
餌
を
食
べ
る
個
体
が
増
え
ま
す
。 

 

そ
れ
ら
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
の
存
在
や
車
の
出
現
を

予
測
で
き
ず
、
衝
突
し
て
し
ま
う
個
体
も
い
ま
す
。 

 
 

 

そ
こ
で
皆
さ
ま
に
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
配
り
を
お

願
い
し
ま
す
。 

＊
木
々
の
映
る
ガ
ラ
ス
窓
（＝

よ
く
鳥
の
ぶ
つ
か
る
）は
カ
ー
テ

ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
よ
し
ず
な

ど
で
覆
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
い
場

合
は
バ
ー
ド
セ
イ
バ
ー(

猛
禽
類

の
シ
ー
ル)

を
無
料
で
お
渡
し
し

ま
す
。 

＊
特
に
早
朝
、
海
岸
近
く
の
カ
ー
ブ
や
下
り
坂
は
ゆ
っ

く
り
と
、「
思
い
や
り
運
転
」を
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 ●

バ
ー
ド
セ
イ
バ
ー
の
問
合
せ
先 

 

環
境
省
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 
 
 

２―

７
１
７
４  

（
母
島
）
３―

２
５
７
７ 

●
事
故
の
と
き
の
連
絡
先 

 

小
笠
原
自
然
文
化
研
究
所 

鳥
獣
レ
ス
キ
ュ
ー 

 
 
 
 
 
 
 

０
８
０―

２
０
３
５―

８
０
７
８ 

 

（
母
島
）
東
京
都
鳥
獣
保
護
管
理
員 

宮
城 

 
 
 
 
 
 
 

０
８
０―

８
４
９
７―

３
７
６
４ 

       

エ
ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
・
乾
燥
機
、
冷
蔵

庫
・
冷
凍
庫
で
家
庭
用
に
分
類
さ
れ
る
製
品
は
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
の
対
象
で
す
。 

受
付
窓
口
は
、
父
島
で
は
「
小
笠
原
村
環
境

課
」、
母
島
で
は
「
母
島
支
所
内
簡
易
郵
便
局
」
と

な
り
、
手
続
き
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

①
受
付
窓
口
で
家
電
の
詳
細
情
報
を
ご
提
示
く
だ
さ

い
（
詳
細
情
報
は
家
電
の
裏
面
な
ど
に
あ
る
「
銘

板
」
に
表
示
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
部
分
の

写
真
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
）。 

 

②
こ
の
情
報
を
基
に
リ
サ
イ
ク
ル
券
を
発
行
い
た
し

ま
す
。 

③
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
を
郵
便
局
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
（
母
島
で
は
、
同
時
に
送
料
も
お
支
払
い
頂
き

ま
す
。）。 

④
父
島
に
お
い
て
は
、
奥
村
の
家
電
保
管
場
所
に
持

ち
込
ん
で
頂
き
、
送
料
も
そ
の
場
で
お
支
払
い
頂

き
ま
す
。 

 

※
送
料
の
内
、
海
上
運
搬
分
に
つ
い
て
は
、
家
電
製

品
協
会
が
全
額
助
成
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
負
担
は
内
地
陸
送
分
の
み
と
な
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 
 
 
 

環
境
課 

生
活
環
境
係 

２―

２
２
７
０ 

 
 
 
 

母
島
支
所 

庶
務
係 

 

３―

２
１
１
１ 

無
人
島
で
の
自
然
環
境
保
全
の
取
組
に
つ
い
て 

 

小
笠
原
動
物
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

ハ
ト
の
事
故
防
止 

 

家
電
の
処
分
方
法 
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５
月
30
日
（
ご
み
ゼ
ロ
の
日
）
か
ら
６
月
８
日

（
世
界
海
洋
デ
ー
）
ま
で
の
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク

期
間
中
、
宮
之
浜
・
大
村
海
岸
・
製
氷
海
岸
・
扇
浦

海
岸
に
漂
着
ご
み
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
ま
し

た
。 こ

の
期
間
に
回
収
し
た
漂
着
ご
み
の
回
収
量
は
、

合
計
で
１
１
７
・
１
９
kg
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
６
月
17
日
に
は
洲
崎
海
岸
に
お
い
て
ビ

ー
チ
ク
リ
ー
ン
を
開
催
し
、
村
民
の
皆
さ
ま
と
ス
タ

ッ
フ
合
わ
せ
て
30
名
に
参
加
い
た
だ
き
約
３
㎥
の

ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。
皆
さ
ま
ひ
と
り
ひ
と
り
の

意
識
と
行
動
力
が
大
き
な
結
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

各
ビ
ー
チ
の
主
な
特
徴
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

○
宮
之
浜 

回
収
作
業
を
毎
日
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら

れ
、
事
業
系
の
ゴ
ミ
が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

○
大
村
海
岸 

事
業
系
、
生
活
系
、
漁
業
系
な
ど
の
ゴ
ミ
が
満
遍

な
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
や
海
外
由
来
の
ゴ
ミ
も
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

○
製
氷
海
岸 

事
業
系
、
漁
業
系
、
ガ
ラ
ス
金
属
系
な
ど
の
ゴ
ミ

が
多
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
ち
ら
も
回

収
作
業
を
毎
日
し
て
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ
、

昨
年
に
続
き
、
今
年
も
最
大
の
回
収
量
と
な
り
ま

し
た
。 

○
扇
浦
海
岸 

事
業
系
、
生
活
系
、
漁
具
系
な
ど
の
ゴ
ミ
が
満
遍

な
く
回
収
さ
れ
ま
し
た
。 

※
宮
之
浜
、
大
村
海
岸
、
扇
浦
海
岸
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会
で
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ゴ
ミ
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
引
き
続
き
設
置
し
ま

す
。
回
収
作
業
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

【
共 

催
】
小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所
、
小
笠
原

海
上
保
安
署
、
小
笠
原
村 

【
協 

力
】
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
小
笠
原
海
洋
島
研
究
会

（
Ｂ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）、
公
益
財
団
法
人
東
京
都
公
園
協

会 【
そ
の
他
】
海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
の
取
組
は
、
こ

ち
ら
の
ア
ド
レ
ス
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

（https://uminohi.jp/umigomi/zeroweek/

） 

 

●
問
合
せ
先 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２-

７
１
７
４ 

小
笠
原
村 

環
境
課 

         

２-

２
２
７
０ 

                          

 

   

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林
簡
易
講
習

会
に
つ
い
て
、
先
月
同
様
、
講
習
資
料
等
を
配
付
し

各
自
で
受
講
し
て
い
た
だ
く
講
習
と
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
票
等
の
提
出
を
持
っ
て
講
習
修
了
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
１
及
び
２
の
目
的
で
国
有

林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
入
林
さ
れ
る
場
合
、

利
用
講
習
の
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
講
習
資
料
配
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
講
習

申
込
み
締
切
日
ま
で
に
、
事
前
に
電
話
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。 

 １:

村
民
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
指
定
ル
ー

ト
を
利
用
さ
れ
る
方
（
村
民
レ
ク
簡
易
講
習
） 

父
島
及
び
母
島
の
国
有
林
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
講
習
資
料
に
よ
り
各
自
受
講
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
指
定
ル
ー
ト
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
講
習
修
了
と
入
林
申
請
に
よ
り
発
行
さ
れ
る

「
年
間
パ
ス
」
の
携
行
が
必
要
で
す
。 

 ２
：
調
査
・
研
究
及
び
作
業
等
の
目
的
で
入
林
さ
れ

る
方
（
調
査
研
究
簡
易
講
習
） 

森
林
生
態
系
保
護
地
域
に
お
い
て
、
調
査
・
研

究
、
同
補
助
及
び
作
業
の
目
的
で
入
林
す
る
た
め

に
は
、
簡
易
講
習
資
料
に
加
え
調
査
研
究
講
習
資

料
の
各
自
受
講
と
入
林
申
請
が
必
要
で
す
。 

 
※
１
、
２
共
に
有
効
期
間
は
２
年
間
と
な
り
ま
す
。

有
効
期
間
を
過
ぎ
て
引
き
続
き
の
入
林
を
希
望
さ
れ

る
場
合
に
は
、
再
度
講
習
の
受
講
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

※
１
、
２
の
事
務
の
流
れ
は
次
の
と
お
り
と
し
ま
す
。 

 

①
受
講
希
望
者
は
締
切
日
ま
で
に
電
話
に
て
申
込
み 

②
講
習
資
料
を
郵
送
に
て
送
付 

③
講
習
資
料
を
各
自
受
講
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
な

ど
を
記
載
し
郵
送 

④
講
習
修
了
書
・
入
林
許
可
書
・
年
間
パ
ス
又
は
腕

章
の
交
付 

◎
父
島
・
母
島
講
習
申
込
み
締
切
日 

【
締
切
日
】
７
月
26
日
（
火
） 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー   

 

２
ー
３
４
０
３    

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課    

２
ー
２
１
０
３ 

      

●
国
立
公
園
指
定
50
周
年×

夏
休
み
特
別
企
画 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
で
は
、
国
立
公
園
指

定
50
周
年
と
夏
休
み
の
特
別
企
画
と
し
て
、
小
笠

原
国
立
公
園
紹
介
ポ
ス
タ
ー
の
展
示
や
巨
大
す
ご
ろ

く
、
来
館
者
参
加
型
あ
い
う
え
お
作
文
な
ど
を
行
い

ま
す
！
暑
い
夏
、
涼
を
求
め
て
小
笠
原
世
界
遺
産
セ

ン
タ
ー
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
！ 

 

【
開
催
期
間
】 

 

７
月
24
日(

日) 

～
８
月
31
日 (

水) 

【
開
館
日
】 

 

お
が
さ
わ
ら
丸
入
港
中 

 

※
着
発
期
間
中
は
土
曜
ま
た
は
日
曜
休
館 

 
 

詳
細
は
小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
公
式
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。 

【
開
館
時
間
】 

 

午
前
９
時
～
午
後
５
時 

 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
た

め
、
臨
時
休
館
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

環
境
省 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

 

２−

７
１
７
４ 

小
笠
原 

海
ご
み
ゼ
ロ
ウ
ィ
ー
ク 

（
海
岸
清
掃
）
実
施
報
告 

 

国
有
林
の
森
林
生
態
系
保
護
地
域
入
林

簡
易
講
習
会
に
つ
い
て
（
父
島
・
母
島
） 

 

小
笠
原
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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 【

７
月
の
開
館
日
】
お
が
さ
わ
ら
丸
、
観
光
船
入
港

中
、
７
月
18
日
か
ら
毎
日
開
館 

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時 

（夜
間
～
午
後
９
時
） 

 

来
館
者
の
み
な
さ
ま
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の

た
め
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し
、

人
数
制
限
や
館
内
の
消
毒
清
掃
を
適
宜
行
っ
て
い
ま

す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

※
イ
ベ
ン
ト
・
夜
間
開
館
に
つ
い
て
は
、
掲
示
板
の

ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

【
特
別
展
】 

・「
絶
海
の
自
然
～
硫
黄
列
島
を
ゆ
く
in 

小
笠
原
」

開
催
中
。 

２
０
２
１
年
に
神
川
県
立 

生
命
の
星
・地
球
博
物
館

で
開
催
さ
れ
た
特
別
展
を
も
と
に
再
構
成
し
、
展
示

し
ま
す
。 

・「
小
笠
原
の
棘
皮
動
物
展
～
潜
れ
ど
も
潜
れ
ど
も
不

思
議
こ
ろ
が
る
海
の
底
」７
月
18
日
よ
り
開
催
予
定 

 

同
級
生
に
必
ず
１
人
は
い
た「
地
味
だ
け
ど
な
ん
か

気
に
な
る
子
」。
そ
う
い
う
子
だ
け
を
集
め
た
ク
ラ
ス

が
あ
っ
た
ら
、
き
っ
と
面
白
い
。
本
展
の
主
人
公
は
、
ナ

マ
コ
・ウ
ニ
・ヒ
ト
デ
・ク
モ
ヒ
ト
デ
・ウ
ミ
ユ
リ
。
彼
ら
の

魅
力
は
、
奥
深
く
、
底
無
し
。 

          

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

 

２
ー
３
０
０
１ 

     

「
列
島
間
を
行
き
来
す
る
ミ
ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ

た
ち
」 

 
 

 

雨
の
多
い
季
節
が
過
ぎ
、
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
青
々
と
し
た
空
の
下
、
イ
ル
カ
た
ち
と

の
出
会
い
が
ま
す
ま
す
楽
し
み
な
今
日
こ
の
頃
で

す
。 

  

小
笠
原
群
島
の
沿
岸
域
に
は
、
一
年
を
通
し
て
ミ

ナ
ミ
ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
聟

島
、
父
島
、
そ
し
て
母
島
列
島
と
、
各
周
辺
海
域
だ

け
を
利
用
し
て
い
る
個
体
も
い
れ
ば
、
北
は
聟
島
列

島
か
ら
南
は
母
島
列
島
ま
で
、
複
数
の
列
島
を
利
用

し
て
い
る
個
体
も
い
ま
す
。
こ
う
し
た
イ
ル
カ
た
ち

の
暮
ら
し
は
、
彼
ら
を
個
体
識
別
す
る
こ
と
で
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
こ
の
春
も
、
新
た

に
父
島—

母
島
列
島
間
の
移
動
を
確
認
し
た
個
体
が

い
ま
す
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

モ
モ
タ
ロ
ウ
（
識
別
番
号
＃
３
２
９
）
の
愛
称
が

つ
い
た
、
尾
ビ
レ
の
右
側
に
二
本
角
の
鬼
の
頭
の
よ

う
な
形
の
切
れ
込
み
が
あ
る
オ
ス
の
イ
ル
カ
。
２
０

１
６
年
、
ま
だ
小
さ
く
、
母
親
と
一
緒
に
泳
い
で
い

た
頃
か
ら
識
別
さ
れ
て
い
る
若
い
個
体
で
す
。
こ
れ

ま
で
ず
っ
と
母
島
列
島
の
み
で
の
確
認
で
し
た
が
、

こ
の
春
に
初
め
て
父
島
列
島
で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

母
島
と
父
島
を
行
き
来
す
る
他
の
個
体
に
連
れ
ら
れ

て
、
遠
征
し
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
後
も
、
母

島
列
島
と
父
島
列
島
の
両
海
域
を
行
き
来
し
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ
特
徴
を
覚
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

   【
ド
ル
フ
ィ
ン
ス
イ
ム
・ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
自
主
ル
ー
ル
遵
守

の
お
願
い
】 

小
笠
原
の
海
で
暮
ら
す
イ
ル
カ
た
ち
の
生
活
に
負

荷
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
、
観
察
者
の
安

全
と
快
適
性
を
確
保
す
る
た
め
、
小
笠
原
村
観
光
協

会
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
自
主
ル
ー
ル
が
制
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
村
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

自
主
ル
ー
ル
の
遵
守
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
船
は
、
船

の
大
小
を
問
わ
ず
４
隻
ま
で
と
す
る
。（
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
の
み
の
場
合
も
含
ま
れ
る
） 

○
ひ
と
つ
の
群
れ
に
対
す
る
水
中
へ
の
エ
ン
ト
リ
ー

回
数
を
、
１
隻
に
つ
き
５
回
以
下
と
す
る
。 

※
た
だ
し
、
必
ず
し
も
５
回
Ｏ
Ｋ
と
い
う
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
時
の
イ
ル
カ
の
状
況
や
他
船
を
配
慮

す
る
こ
と
。 

 
● 
問
合
せ
先 

 
一
般
社
団
法
人 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）  

 
 
 
 
 

２
ー
３
２
１
５ 

     

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
254 

 ―

不
審
者
？―

 

  

皆
さ
ま
は
、
海
岸
で
金
属
の
棒
を
指
し
て
い
る
不

審
な
人
物
を
見
か
け
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
。

実
は
そ
の
人
、
私
た
ち
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

で
す
。
今
回
は
、
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
シ
ー
ズ
ン
に
ど

の
よ
う
な
調
査
を
行
っ
て
い
る
の
か
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。 

 

私
た
ち
が
調
査
海
岸
に
着
く
と
、
ま
ず
は
ウ
ミ
ガ

メ
が
掘
っ
た
穴
の
跡
を
探
し
ま
す
。
掘
っ
た
跡
の
形

は
様
々
で
、
ス
タ
ッ
フ
各
々
が
勘
を
頼
り
に
ウ
ミ
ガ

メ
が
ど
の
様
に
掘
っ
た
か
を
予
想
し
ま
す
。
ど
っ
ち

を
向
い
て
穴
を
掘
っ
た
の
か
？
ど
こ
で
産
ん
だ
の

か
？
そ
も
そ
も
こ
こ
で
産
ん
で
い
る
の
か
？
等
々
。

そ
し
て
産
卵
し
て
い
る
と
判
断
し
た
ら
、「
鉄
筋
」

と
呼
ん
で
い
る
金
属
の
棒
に
取
手
を
つ
け
た
も
の

を
、
砂
の
中
に
挿
し
込
み
ま
す
。
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵

巣
は
、
横
か
ら
見
る
と
壺
型
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

場
所
は
一
度
ウ
ミ
ガ
メ
に
掘
っ
て
埋
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
他
の
場
所
と
挿
し
た
感
触
が
微
妙
に
違
う
の

で
す
。
そ
し
て
卵
が
あ
り
そ
う
な
場
所
を
見
つ
け
た

ら
、
実
際
に
掘
っ
て
卵
を
確
認
し
ま
す
。
産
卵
さ
れ

た
卵
は
徐
々
に
上
か
ら
白
く
な
り
、
産
み
落
と
さ
れ

て
か
ら
14
日
ほ
ど
で
真
っ
白
に
な
り
ま
す
。
掘
り

出
し
た
卵
が
、
ど
の
く
ら
い
白
く
な
っ
て
い
る
か
確

認
す
る
こ
と
で
、
何
日
前
に
産
卵
さ
れ
た
卵
な
の
か

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
確
認
後
、
産
卵
巣
に

戻
し
て
記
録
と
産
卵
場
所
の
計
測
を
行
い
ま
す
。
最

終
的
に
子
ガ
メ
が
ふ
化
し
て
殻
だ
け
に
な
っ
た
後
、

改
め
て
掘
り
出
し
て
調
べ
る
た
め
で
す
。 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
調
査
は
こ
の
よ
う
に
行
わ
れ
て

お
り
、
毎
年
11
月
ご
ろ
ま
で
続
き
ま
す
。
今
後
、

海
岸
で
ウ
ミ
ガ
メ
調
査
員
を
見
か
け
ま
し
た
ら
、
今

回
の
調
査
方
法
に
つ
い
て
、
少
し
思
い
出
し
て
頂
け

た
ら
幸
い
で
す
。 

 

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
お
知
ら
せ 
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―
お
願
い―

 

 
カ
メ
た
ち
の
活
動
が
活
発
と
な
る
こ
の
季
節
、
も

し
も
海
の
中
や
砂
浜
で
ウ
ミ
ガ
メ
に
出
会
い
ま
し
た

ら
、
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵
し
や
す
い
環
境
を
作
る
た

め
、
次
の
３
つ
の
事
に
つ
い
て
、
ご
配
慮
を
お
願
い

し
ま
す
。 

 

①
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
光
で
照
ら
さ
な
い
」 

産
卵
の
た
め
に
上
陸
し
た
カ
メ
を
照
ら
す
と
、
驚

い
て
海
へ
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ラ
イ
ト
は
足
元
の

み
照
ら
し
、
カ
メ
ラ
の
フ
ラ
ッ
シ
ュ
は
オ
フ
に
し
ま

し
ょ
う
。 

②
「
ウ
ミ
ガ
メ
を
見
つ
け
て
も
追
い
か
け
な
い
」 

も
し
も
視
界
に
入
っ
て
し
ま
っ
た
ら
そ
の
場
か
ら

動
か
ず
、
カ
メ
が
通
り
過
ぎ
る
の
を
待
ち
、
少
し
離

れ
て
後
ろ
か
ら
見
守
っ
て
あ
げ
て
下
さ
い
。 

③
「
ウ
ミ
ガ
メ
に
は
触
ら
な
い
」 

不
用
意
に
ウ
ミ
ガ
メ
に
触
る
と
思
わ
ぬ
怪
我
に
つ

な
が
り
ま
す
。
卵
も
同
様
で
、
無
用
に
掘
り
返
す
な

ど
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

ル
ー
ル
を
守
り
、
ウ
ミ
ガ
メ
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
海
岸
作
り
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 ―

村
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中―

 

 

ウ
ミ
ガ
メ
の
調
査
や
飼
育
業
務
の
村
民
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 
 

２
ー
２
８
３
０ 

８
時
～
17
時
以
外
は
、 

０
９
０
ー
１
４
６
１
ー
３
１
７
１ 

（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー) 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
https://bonin-ocean.net   

    

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」 

 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会
保
管
資
料
の
中
に
小
笠
原

諸
島
に
関
す
る
初
め
て
の
概
説
書
「
小
笠
原
島
新

誌
」
の
複
写
版
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
書
に
は
、
本
諸

島
を
日
本
固
有
の
領
土
と
明
確
に
定
め
る
意
図
で
島

の
地
理
や
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
続
・
小
笠
原
の
今
と
昔
」
で
は
、
こ
の
資
料
か
ら

抜
粋
し
、
現
代
語
に
訳
し
て
ご
紹
介
し
て
お
り
ま

す
。 

父
島
群
島
（
３
） 

北
袋
沢
を
島
民
は
ポ
カ
ニ
ュ
ー
ビ
ー
チ
と
呼
び
、

扇
浦
の
南
３
km
で
人
家
が
あ
り
ま
す
。
東
西
１
・

５
km
、
南
北
７
０
０
ｍ
ほ
ど
の
平
地
で
三
方
を
山

に
囲
ま
れ
、
西
側
は
海
に
続
き
地
形
は
ま
る
で
袋
の

よ
う
で
す
。
袋
沢
の
真
ん
中
を
川
が
流
れ
、
８
つ
の

渓
流
が
合
流
し
て
い
る
た
め
八
瀬
川
と
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
八
瀬
川
は
父
島
で
一
番
の
大
き
な
川
で
、

幅
30
ｍ
で
水
深
は
小
舟
が
通
れ
る
く
ら
い
あ
り
、

至
る
所
で
屈
曲
し
て
西
の
海
に
流
れ
込
ん
で
お
り
、

こ
の
流
れ
込
ん
だ
湾
を
小
港
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
湾

の
南
北
に
は
岬
が
あ
り
南
を
饅
頭
崎
、
北
を
象
鼻
崎

と
い
い
ま
す
。
象
鼻
岬
の
端
に
は
洞
窟
が
あ
り
小
舟

な
ら
通
過
で
き
ま
す
。 

北
袋
沢
の
南
東
に
は
滝
が
あ
り
、
崖
淵
に
橘
が
あ

る
の
で
常
世
滝
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
沢
の
北
に

は
長
谷
が
あ
り
扇
浦
に
出
る
道
で
樹
木
が
多
く
繁
っ

て
い
ま
す
。
八
瀬
川
の
上
流
を
北
東
の
方
角
に
１

km
あ
ま
り
進
む
と
野
伏
間
谷
に
着
き
、
こ
の
谷
に

は
オ
オ
コ
ウ
モ
リ
が
多
く
生
息
し
て
い
ま
す
。
こ
の

あ
た
り
か
ら
景
色
は
山
が
ち
に
な
り
、
樹
木
の
影
も

深
く
崖
に
は
南
向
き
に
瀑
布
が
あ
り
、
高
さ
20
ｍ

直
下
ま
で
絹
糸
の
よ
う
に
滝
が
滴
り
、
飛
沫
は
人
の

衣
を
濡
ら
す
ほ
ど
で
す
。
こ
の
様
子
か
ら
こ
の
滝
を

時
雨
滝
と
呼
び
、
景
観
が
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
上
流
に
も
布
滝
が
あ
り
、
こ
こ
を
八

瀬
川
の
源
流
と
し
て
い
ま
す
。 

南
袋
沢
を
島
民
は
リ
ト
ル
リ
ー
バ
ー
（
小
川
）
と

呼
び
、
北
袋
沢
よ
り
南
で
山
一
つ
隔
て
て
い
ま
す
。

地
形
は
北
袋
沢
に
似
た
小
川
が
あ
り
人
が
住
ん
で
い

ま
す
。 

南
崎
は
父
島
の
南
西
の
端
に
位
置
し
ま
す
。
付
近

の
海
は
岩
礁
が
乱
立
し
て
い
て
、
波
が
激
し
く
打
ち

当
た
り
ま
す
。
西
に
は
南
島
が
見
え
、
は
る
か
南
方

に
は
母
島
が
遠
望
で
き
、
勇
壮
な
景
色
で
す
。
岬
の

北
岸
を
南
崎
村
と
い
い
、
人
家
が
あ
り
島
民
は
プ
ー

ル
ビ
ー
チ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
南
崎
よ
り
東
は
父
島

の
最
南
端
で
切
り
立
っ
た
断
崖
で
す
。
中
央
に
は
千

尋
石
が
あ
り
１
６
０
～
１
９
０
ｍ
の
断
崖
が
聳
え
立

っ
て
い
ま
す
。
辺
り
の
波
は
荒
々
し
く
、
常
に
波
が

高
い
で
す
。
さ
ら
に
東
に
行
く
と
辰
巳
崎
に
行
き
当

た
り
ま
す
。
こ
の
地
を
父
島
の
東
南
端
と
し
ま
す
。

辰
巳
浦
ま
た
は
辰
巳
港
は
、
辰
巳
崎
の
北
に
位
置

し
、
岬
の
東
北
に
向
か
っ
て
湾
を
な
し
て
い
ま
す
。

イ
ギ
リ
ス
人
が
フ
ィ
ッ
ト
ン
湾
と
名
付
け
た
こ
の
湾

は
、
水
深
が
深
く
東
風
が
吹
か
な
け
れ
ば
波
静
か
で

す
が
、
周
囲
は
す
べ
て
絶
壁
で
す
。 

 

・
・
・
次
回
「
父
島
群
島
（
４
）」
に
つ
づ
く 

小
笠
原
村
教
育
委
員
会 

  

◎
マ
イ
マ
イ
の
イ
マ  

第
八
十
六
貝
「
マ
イ
マ
イ
の
ラ
マ
ダ
ー
ン
」 

 
 

ラ
マ
ダ
ー
ン
は
ム
ス
リ
ム
の
方
々
に
と
っ
て
大
切

な
信
仰
の
期
間
、
４
月
ご
ろ
の
１
カ
月
、
日
中
は
断

食
を
し
て
過
ご
さ
れ
ま
す
。 

 

今
年
の
ち
ょ
う
ど
同
じ
季
節
、
小
笠
原
世
界
遺
産

セ
ン
タ
ー
の
５
千
頭
の
マ
イ
マ
イ
た
ち
は
断
食
を
し

て
い
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
で
育
つ
マ
イ
マ
イ
に
土
壌

に
暮
ら
す
線
虫
が
紛
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の

で
す
が
、
試
験
を
す
る
と
、
そ
れ
を
取
り
除
く
の
に

絶
水
絶
食
の
乾
燥
処
理
が
効
果
的
だ
っ
た
た
め
で

す
。
マ
イ
マ
イ
や
人
へ
の
直
接
的
な
影
響
は
確
認
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
野
生
復
帰
の
こ
と
を
考
え
る

と
、
い
る
は
ず
の
な
い
生
物
を
随
伴
さ
せ
る
こ
と
は

避
け
て
お
き
た
く
、
こ
れ
ま
で
は
野
生
に
還
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
マ
イ
マ
イ
た
ち
だ
け
が
し
て
い
た
断
食

を
、
同
じ
施
設
に
暮
ら
す
全
て
の
マ
イ
マ
イ
に
お
願

い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

土
な
ど
の
汚
れ
が
キ
レ
イ
に
取
り
除
か
れ
て
殻
は

清
め
ら
れ
、
空
っ
ぽ
の
プ
ラ
カ
ッ
プ
の
中
で
飲
ま
ず

食
わ
ず
２
週
間
を
過
ご
す
う
ち
に
、
消
化
管
内
に
紛

れ
た
線
虫
た
ち
は
排
出
さ
れ
、
カ
ラ
カ
ラ
に
乾
燥
し

た
体
表
や
容
器
で
は
線
虫
は
生
き
延
び
ら
れ
な
く
な

る
よ
う
で
す
。
こ
の
間
に
洗
浄
、
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
、
冷
凍
処
理
を
さ
れ
た
容
器
と
土
に
入
れ
替
え
ら

れ
た
住
空
間
が
用
意
さ
れ
る
の
で
す
。 

 

言
葉
だ
け
で
は
な
か
な
か
伝
わ
り
ま
せ
ん
が
、
肉

眼
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
線
虫
を
５
千
頭
か
ら
完

ぺ
き
に
取
り
除
き
た
い
と
い
う
、
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
の
よ

う
な
対
策
は
、
遺
産
セ
ン
タ
ー
保
護
増
殖
室
が
稼
働

し
て
以
来
、
い
や
、
カ
タ
マ
イ
マ
イ
の
飼
育
が
始
ま

っ
た
２
０
１
１
年
以
来
、
最
も
過
酷
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン

で
し
た
。
マ
イ
マ
イ
た
ち
の
た
め
に
１
か
月
も
の

間
、
頭
も
体
も
酷
使
し
て
コ
ン
プ
リ
ー
ト
し
た
チ
ー

ム
マ
イ
マ
イ
の
皆
さ
ん
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
マ
イ

マ
イ
を
１
頭
ず
つ
磨
い
て
い
る
う
ち
に
気
が
付
い
た

発
見
の
こ
と
は
、
ま
た
そ
の
う
ち
に
。（
こ
の
取
組

は
環
境
省
事
業
に
よ
り
行
わ
れ
て
い
ま
す
） 

 

【
文
】
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー 

森
英
章 

【
イ
ラ
ス
ト
】
藤
崎
希
久
江 

●
問
合
せ
先 

    

教
育
委
員
会 

２
ー
３
１
１
７ 
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― 村民課福祉係― 

― 第 269 号― 

 

クジラの伝言板 

村民課福祉係 

 2－3939 

 

水分補給で暑い夏を乗り切ろう！！ 

脱水症かな！？誰でもできるチェック方法 

□ 親指の爪を押して離したときにすぐにピンク色に戻らない。 

□ 手の甲の皮膚をつまんで離したときに跡が残る。 

□ 唇、口の中が渇いている。 

□ おしっこの回数がいつもより少ない。色がいつもより濃い。 

□ 喉が渇いている。 

こまめな水分補給で脱水症を予防しよう！ 

日々の水分摂取は喉が渇く前に飲むようにしましょう。 

生活リズムに合わせて１日に８杯、意識的に水分補給すると良

いでしょう。 

① 起床時  

② 朝食時  

③ 10時頃  

④ 昼食時  

⑤ おやつ時  
⑥  

⑥ 夕食時  

⑦ 入浴前後  

⑧ 就寝時  
就寝中の脱水が原因で脳梗塞や心筋梗塞

などを引き起こさないためにも、就寝前に

1杯の水分を補うことが大切です。 

入浴中は大量の汗で水分を失うため、入浴

前に 1杯の水を飲みましょう。また、入浴

後もしっかり水分補給をしましょう。 

朝食時や昼食時と同様、水分を摂取して胃

腸を刺激しましょう。アルコールはかえっ

て脱水を引き起こすため、控えましょう。 

おやつタイムに、お菓子などと一緒に水分

も摂取！リラックスできる時間を入れるこ

とで、そのあとの作業効率も上がります。 

朝食時と同様に、水を飲むことで胃腸が刺

激を受け、働きを活発化することができ、

消化や吸収もサポートされます。 

朝食と昼食の間に、いったん給水タイムを

取りましょう。家事や仕事の合間の休憩を

兼ねて行うと良いでしょう。 

食事前の水は胃腸を活性化する働きもあり

ます。さらに、食事中の水のおかげで、栄

養素の吸収がスムーズに行われます。 

就寝中はコップ約 1 杯の汗をかいていま

す。体液の濃度を正常に戻し、身体を目覚

めさせましょう。 

②朝食 

①起床 

➂１０時頃 

④昼食 ⑤おやつ 

⑥夕食 

⑦ 入浴前後 

⑧就寝 

7月に入り、夏も本番の季節になりました。そんな時に怖いのが、脱水症です。人間のからだの約 60％は水分

です。例えば、体重 60㎏の成人男性の場合、約 36㎏が水分となります。アルコール以外の水分をこまめに摂る

ようにして、脱水症を予防し、夏の暑さを乗り切りましょう！ 

□  

クジラ：教えてもらったように１日８杯の水を意識して飲むようにしてるよ。  

保健師：いいですね。家の外でも注意が必要ですが、意外にも家の中でも注意が必要です。高温で

多湿が続くと、汗が蒸発しにくく体温が下がらないため脱水になることもあります。  

クジラ：そうなんだ！家の中では水を飲む以外にどんなことに注意すればいいの？ 

保健師：エアコンを上手に使ったり、扇風機などを利用して、部屋の空気を入れ替えることを忘れ

ずに快適に暑い夏を乗り切りましょう。 

 

□ 便秘ぎみである。 

 

脱水症

の疑い 

一つでも 

あてはまれば 



コロナワクチン接種(3・４回目)(父島)予約受付期間(～7/27) ヘルスアップ教室・ナイトウォーキング(夜明道路)(父島)

コロナワクチン接種(４回目)(母島)予約受付期間(～7/21) 小笠原海上保安署巡視船みかづき一般公開

小児科専門診療(母島) 弟島視察会

スノーケリングインストラクター講習申込受付(～７/２２) 都ノヤギ排除

乳幼児健診・歯科健診(父島) 都ノヤギ排除

小笠原高校　図書館開放

出港日 入出港日

小児科専門診療(父島) 都ノヤギ排除

扇浦海岸ビーチクリーン

小笠原高校　図書館開放
定期予防接種（父島・保育園年長） 母島いきいき体操教室２０２２

乳幼児計測会(母島)

巡回ペット診療(母島)申込〆切

入港日 入出港日

オガグワの森　沢遊びの会　申込〆切 粗大ごみ収集（母島）

都ノヤギ排除

定期予防接種(母島小学４・5年生) 第二東京弁護士会主催の電話無料法律相談

定期予防接種(父島)(母島) 育児学級(卒乳の会)(父島)申込〆切

シロアリ対策事業(第一回)(母島)

出港日 入出港日

参議院議員選挙 繰上投票日(母島) 国立公園指定50周年×夏休み特別展企画(～8/31)

小笠原高校　図書館開放

参議院議員選挙 投・開票日

オガグワの森　沢遊びの会

都ノヤギ排除

小笠原高校　図書館開放

都ノヤギ排除 育児学級(卒乳の会)(父島)

母島診療所（歯科）休診（～22日） 巡回ペット診療(母島)(～２７日)

国有林の森林生態系保護地域入林簡易講習会申込み〆切

入港日

都ノヤギ排除

巡回労働相談(母島)

弟島視察会申込〆切 入出港日

コロナワクチン接種(3・４回目)(父島)(～7/29)

小笠原中学校セーフティ教室 コロナワクチン接種(４回目)(母島)(～7/30)

出港日

行政相談所の開設

入出港日

小笠原高校　図書館開放31 日

15 金 30 土

木 29 金

28 木

14

13 水

27 水12 火

月 26 火

25 月

11

10 日

土 24 日

23 土

9

8 金

木 22 金

21 木

7

水

6 水

5 火 20

4 月 19 火

3 日 18 月

土 17 日

16 土

2

1 金

日付 曜日 行　事　予　定日付 曜日 行　事　予　定

海の日


